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R.B. シーム, Jr., 聖書ミニストリーの許可を得て翻訳。 

 

財務上のポリシー 
 

 Ｒ．Ｂ．シーム，Ｊｒ. 聖書ミニストリーからのどんな資料も料金がかかりません。 聖書の 

教えていることを求めているどなたでも、私たちの出版物、ＤＶＤ、ＭＰ３、そしてＣＤを 

契約なしで受け取ることができます。神様は聖書の教理を提示しています。私たちは神様の恵みを

反映したいと望んでいます。 

Ｒ．Ｂ．シーム，Ｊｒ．聖書ミニストリーは恵みのミニストリーで、自由意志からの寄付の上で

すべてが機能しています。私たちのどんな資料にも価格表はありません。お金は要求されていませ

ん。神様の言葉に感謝する時に信仰者は与える気持ちが起こされ、聖書の教理が広まるように支援

します。 
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はじめに 

___________________________ 

 

    バイブルスタディーを始める前に、あなたが主イエス・キリストを信じているのなら、必ず 

父なる神様にプライベートに自分の罪を言い表しましょう。 

 

もし、私たちが自分の[気づいていた]罪を神様に言い表すなら、神様は真実で

正しい方ですから、その[気づいていた]罪を赦し、すべての[気づいていない罪

と忘れていた罪]悪から私たちをきよめてくださいます。 

(第一ヨハネ1章9節) 

 

そうして、あなたは神様と交流でき、聖霊に満たされ、神様の言葉である聖書を学ぶための準備

ができています。 

 

神様は霊ですから、神様を礼拝する者は、霊[に満たされて]と[聖書の]まこと

によって礼拝しなければなりません。(ヨハネの福音書4章24節) 

 

  あなたが今まで自分自身で主イエス・キリストを救い主と信じたことがないのなら、まず大切

なことはあなたの罪を言い表すことではなく、まずキリストのみを信じるのみということです。 

 

御子を信じる者は永遠のいのちを持つが、御子に聞き従わない[御子を信じる命

令に聞き従わない] 者は、いのちを見ることがなく、神の怒りがその上にとど

まる。（ヨハネの福音書３章３６節） 
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神のことばは生きていて、力があり、両刃の剣よりも鋭く、たましいと霊、関

節と骨髄の分かれ目さえも刺し通し、心のいろいろな考えやはかりごとを判別す

ることができます。(へブル人への手紙４章１２節) 

 

聖書はすべて、神の霊感によるもので、教えと戒めと矯正と義の訓練とのために

有益です。それは、神の人が、すべての良い働きのためにふさわしい十分に整え

られた者となるためです。（第二テモテ３章１６-１７節） 

 

あなたは熟練した者、すなわち、真理のみことばをまっすぐに解き明かす、恥

じることのない働き人として、自分を神にささげるよう、努め励みなさい。

（第二テモテ２章１５節） 
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６つの命題 
 

これは、基本的な学習コースの始まりです。私たちのテキストブックは聖書になります。神様が

旧約聖書の預言者達や新約聖書の使徒達にした、神様からの幻、声、夢、またはどんな形での直

接的な啓示によって神様の計画を明らかにされることは現在はありません。聖書は、私たちにと

って神様の計画を知る唯一の情報源です。神様がすべての明らかにした真実または教理は聖書の

中に見出されます。 

 

そこで、聖書のヘブル４章１２節を例として理解してみましょう。これは分かりやすくすると、

旧約聖書と新約聖書の両方が「通りと家屋」に分けられるので、ヘブルは通りとなり、４章１２

節は家屋番号となります。ヘブルは新約聖書に見つけられます。必要であれば目次から通りの場

所を探して下さい。そのようにすることを恥ずべきではありません。 

 

さて、私たちが学びを始める前に、まず神様について六つの命題を考察する必要があります。

私たちはそれらを証明しようとするのではなく、単にそれらを明記します。これらの命題は神

様の計画を理解することに必要不可欠です。 
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命題1:神様は存在する 
 

神様は存在するという考えがこの学びのための基礎となります。神様は存在している、または

存在していないとあなたが考えていることは、この時点では 問題にはなりません。あなたの心に

留めるべきことは、 論理的ではっきりした考えを維持することです。もしあなたが「神様は、い

ない」と言うなら、あなたは 独断的で愚かです。論理的に述べるなら、「合理主義と経験主義上

においては、神様は存在しない」となるかもしれません。しかし、もしあなたが教義学的に、

「私は神様の存在を信じません」と言うなら、あなたは矛盾した考えを表明しているのです。も

しあなたが、本当に神様は存在しないと考えているなら、論理的に考えている者だと証明するよ

うに少なくとも概念を明記して発表しましょう。 

 人間の知覚には、３つの基本的なシステムがあります。 

 

1. 合理主義--理性を通して現実を確心する。   

2. 経験主義--見て、 触って、味わって、聞いて、匂いを嗅ぐことを通して現実を確心する。                  

3. 信仰--権威の確信、またはある人の真実を通して現実を確信する。 

 

あなたの人生の中である時、この3つ全てのシステムに依存します。しかし、あなたがどのシステ

ムに一番多く頼るのかによって、現実を理解することに影響がでてきます。 

     

そこで、わたしが「神様は存在する」と言うのは、神様がいつも存在していることを信仰によ

って信じていることを意味しています。わたしの想像からの作り話で信じているのではなく、始

まりと終わりもない神様が存在していることを信じています。あなたは「神様は誰ですか？神様

は何ですか？」と質問してもよいのです。神様はご自身を現しているので、それらの質問に答え

ることができるのです。 

 

 

命題2:神様はご自身を現す 
 

神様が存在するなら、全権を有した主権者である神様が、ここに生きているわたし達に何か関

わっていることになるのです。もし神様が人を造ったなら、論理的に神様は神様自身を人類に現

すべきなのです。もし神様がいつも存在していて、神様が人類を造ったなら、神様はご自身を人

類に現して、人が理解できる形で神様自身を現さなければいけないことになります。 

 

 

命題3:神様は理にかなう 
 

あなたがこの学びを続けるとしたら、神様は理にかなう方法でわたし達に神様ご自身を現すこ

とを習うでしょう。わたしはこの命題であることを付け足します。    
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神様は完全に組織されているので、神様は組織されて理にかなっています。そして神様の組織立

って理にかなっていることが、わたし達の理解できる計画の中に示されています。 

  

 

命題4:神様には計画がある 
  

神様には計画があるだけでなく、神様の計画は完璧でその計画の中にあなたが入っているので

す! 命題5で神様からあなたへと対象が移ります。 

 

 

命題5:あなたは神様の計画の対象になっている 
 

もしあなたが「わたしは人、わたしは人間、わたしは人類に属する」と言うなら、「神様には

個人的にわたしのための計画がある」と言えます。だからこそ、あなたがこの地球上に存在する

のです。 

 

ここにポイントを示すと、もし神様が存在し、神様が神様自身を現し、神様が理にかなってい

て、神様に完璧な計画があり、神様に、あなたを含めて全ての人に完璧な計画があるなら、あな

たは神様の言っていることを聞く義務があるのです。  

 

 

命題6：あなたには 神様の言っていることを聞く義務がある 
 

「聞く」と言う言葉について、あなたに気をつけて欲しいことがあります。考慮する心構え以

外、あなたには何も要求されていません。そこには、からくりもありません。わたしは神様が聖

書を通して与えてくださった情報を、あなたに提供したいだけなのです。神様の言葉を通して神

様の言っていることを聞くことさえすればいいのです。この世界であなたが神様に捧げることが

できるのは、聞くこと以外には何もありません。あなたが聞くか聞かないかは、厳格にあなたの

選択次第です。 

 

これは「宗教」に今まであなたが関わったことがあるなら、あなたの想像していたことより

も、かなり違うかもしれません。宗教と言うのは、人の努力で神様との関係が深くなるように試

みたり、人が自身の働きによって神様から称賛されるように試みるのです。宗教は神様の計画を

曖昧で不明瞭にし、人類をごまかします。宗教というのは、聖書にある神様の計画にあなたが敵

対するように、サタンがデザインしたものなのです。                           

 

わたしがキリスト教ではなく、宗教と言ったことに注意して下さい。聖書的なキリスト教は、

イエス•キリストを通した神様の働きだけが、救いへの手段と永遠に続く神様との関係を与える

と断言します。「この世の光」として、イエス•キリストが神様の計画を照らし出します(ヨハネ

8章12節)。キリスト教は人類のために、神様による救いの道を明示しています。 
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この基礎のコースの対象が神様の計画に発展していくことから、わたし達の前置きのポイント

をもう一度確認しましょう。 

  

1. 神様は存在する 

2. 神様はご自身を現す 

3. 神様は理にかなう               

4. 神様には計画がある 

5. あなたは神様の計画の対象になっている                          

6. あなたは神様の言っていることを聞く義務がある       

 

あなたがこれらの命題を真実だと受け入れるなら、神様には、あなたのための計画があるとい

うことに気が付くことができるようになります。しかし覚えておくことは、神様の完璧な計画

は、人間本来の性質である、あなたの欠点と不完全さと争そわなければいけないということで

す。いくらあなたが自分は良い人だと考えたとしても、あなたの人間本来の性質は、神様の完

璧な基準と正しさには適合できないのです。あなたの人間本来の性質は神様からあなたを引き

離し、隔ての壁を作るのです。あなたは神様と何も関係を持てません。1  あなたは全く堕落し

た状態で神様と交流することができません。だからこそ、神様はあなたを取り戻すための方法

を見つけたのです。あなたが神様に近寄って来れるように、神様は3段階の恵みの計画をデザイ

ンしました。 

 

第１段階：救い 

第２段階：あなたの信仰者としての生涯 

第３段階：永遠 

  

神様の計画の下では、救いから永遠に至るまで、神様は人間のために恵みによって全てを与え

ます。2  神様の功績にならない、罪深い人類に恩恵を与えることが神様の恵みのポリシーなの

です。神様の恵みを得るために人類のできることは何もありません。イエス•キリストが十字架

にかかった救いの働きが基礎となって、神様が人類のために自由に与えることが恵みの全てな

のです(イザヤ30章18節)。 
   

 

 

１．隔ての壁は、罪深い人類を完璧な神様から引き離して、神様と関係を持つことを妨げる打破することのできな

い砦です。（ローマ５：１２）隔ての壁は罪の存在で（ローマ３：２３）、罪へのペナルティー（ローマ６：２３

ａ）、肉体的な誕生（エペソ２：１）、人間に関する正義（イザヤ６４：６ａ）、神様の完璧な性質（ローマ３：

１２ｂ）、そしてアダムにあっての人間の位置（第一コリント１５：２２ａ）。著者 Ｒ．Ｂ．シーム，Ｊｒ， 

「隔ての壁」（ヒューストン：Ｒ．Ｂ．シーム，Ｊｒ．，バイブルミニストリー２００３年）。 今後は私の本の

相互参照は、著者、タイトル、出版年（初めて参照する時）、ページのみが示されます。 

 

2. シーム、「人生と死」（１９９０年）；「与えること：トリックか恵みか？」（１９９０年）、付録A 
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第１段階：救い 

 

あなたの人生のための神様の計画は、十字架から始まります。十字架は救いの計画への鍵とな

ります。イエス•キリストが天国と地球上の間で十字架にはりつけられた時、イエス•キリスト

は、過去、現在、そして未来の人類の全ての罪のために裁かれました(ヨハネ3章16節、36節、

第二コリント5章21節、第一ペテロ3章18節、第一ヨハネ2章2節)。イエス•キリストは有罪なわ

たし達の代理人となりました。わたし達の罪への罰をイエス•キリストが受けました。「そして

自分から十字架の上で、私たちの罪をその身に負われました。」(第一ペテロ2章24節) 人類の

どんな人でも、ただイエス•キリストは救い主だと信じることで救われて永遠に神様と関係が持

てます。 

 

「主イエスを信じなさい。そうすれば、あなたもあなたの家族も救われ 

ます。」(使徒16章31節) 3 

     

「この方以外には、だれによっても救いはありません。世界中でこの御名のほ

かには、私たちが救われるべき名としては、どのような名も、人間に与えられ

ていないからです。」(使徒4章12節) 

  

「しかし、この方を受け入れた人々、すなわち、その名を信じた人々には、神

様の子どもとされる特権をお与えになった。」(ヨハネ1章12節) 

 

全く堕落した人間の性質と、神様の完璧な正義と公正さに言及したことばである神様の神聖と

が、第一段階の神様の計画で和解するのです。  基礎の教理のコースを教える時に、わたし

は、まず神様の性格や本質を探究することから始めます。4  とはいえ、どうして神様とあなた

の間にある隔ての壁という問題を、神様が解決しなければいけなかったのかを知るために、あ

なたの本質から学習を始めます。 

 

 

人間の本質 
                                              

あなたの誕生から始めます。あなたはこの現実には意識がなかったでしょうが、あなたが肉体

的に誕生した瞬間に魂を持った人となりました。 魂は目に見えず、物質的ではない人間の本質

であり現実の人間です。 

 

 
 

 

3. すべての聖書の句は新日本聖書刊行会「聖書 新改訳」から引用。注：[  ] 内の文は、バイブルクラスの講義

で教えられたことが反映されています（テキサス州ヒューストン、R.B. シーム, Jr., 聖書ミニストリーからの、Ｍ

Ｐ３、ＣＤがあります）。 

 

4. シーム，「三位一体」（２００３年）、５－１６ページ   
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人の魂の本質 

図は神様から与えられた誕生において、人の魂の本質を表しています。  

自意識                                  
                             

あなたが産まれた時、あなたは自分の実在に気が付いてはいませんでした。後に誰かが、あな

たの名前を呼んだ時、あなたはそれに返事をしました。あなたが自分を鏡で見た時に、あなた

は自分の顔と名前を一緒にして、自分を関係づけました。ついには、あなた自身は一人の個人

であることに気が付きました。 

 

知能 
 

 明らかに、産まれたばかりの赤ちゃんの知能は発達していません。そうでないとしたら、赤

ちゃんは産まれた瞬間に流暢に話すことができたでしょう。言葉は寄せ集められなければいけ

なくて、語彙は習わなければいけないのです。全て自覚のある考えは、語彙の意味によって完

成されていきます。そしてあなたの語彙は、あなたの思考能力によってかなり決定されます。 
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意志 
 

意志は魂の決断をするものです。赤ちゃんの意志は、赤ちゃんの環境に完全にコントロールさ

れています。赤ちゃんには語彙がないことから、「お腹空いたよ」と言うことができません。た

だ口を開けて泣くことしかできません。 誰かが赤ちゃんにミルクを飲ませたり、オムツを替え

ることを忘れてしまった場合、赤ちゃんの語彙は、声の表現になります。しかしまだこれは、語

彙が十分に発達したことにはなっていません。 

 

善悪の観念(基準と標準) 
               

赤ちゃんは歯のない状態で産まれてきますが歯は成長してきます。同様に、赤ちゃんは善悪の

観念を持って産まれますが、基準と標準は含まれてはいません。これらは社会的や学問的、精神

的なトレーニングを通して少しずつ発達していきます。赤ちゃんにそのうち歯が生えてくるよう

に、基準や標準もいずれは発達していくのです。しかしそれらの基準と標準には、生まれ持つ罪

によって欠陥が生じてくるのです。 

 

 

生まれ持った罪 
  

 人間の生まれ持った罪は、あまりにも人間を汚染しているので、誰一人として神様の完璧な本

質に近付いたり、神様を喜ばすこともできないのです。魂の一部分であるけれども、生まれ持っ

た罪は神様に対して反抗する中枢で、神様に背く誘惑の源なのです。 生まれ持った罪は、魂に

影響を及ぼしコントロールしようとします。この堕落した生まれつきのものは、アダムの罪のは

じまりの直接の結果が現存しているのです。 

  

「そういうわけで、ちょうどひとりの人によって罪が世界にはいり、罪によって

死がはいり、こうして死が全人類に広がったのと同様に、それというのも全人類

が罪を犯したからです。」(ローマ5章12節) 

 

生まれ持った罪は体の細胞組織に住んでいて、アダムから残りの人類まで遺伝的に受け継がれて

いきます(ローマ６章６節、７章５節、１８節)。5    

 
 

 

5. 罪の性質はエペソ４：２２にある“古い人”のことでローマ８：３－４にある“肉欲”のアダムの性質、ローマ

７：８－２０にある“罪”の根源です。参照 シーム，「隔ての壁」、「神の完全性」（２００５年）、 

６５－７０ページ 
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イエス•キリストを除いて、全ての人は生まれつきの罪を持って産まれます。6 わたしは、その生

まれつきの罪と共に産まれましたし、あなたも、それと共に産まれました。あなたが今まで見た

中で一番可愛らしい小さな赤ちゃんでさえ生まれつきの罪を持っているのです！   

  

 母親達は、「この子、美しいでしょう！」「この子、可愛らしいでしょう！」「私の高貴な赤

ちゃんを見て！」と、自分の赤ちゃんを賞賛して喜ぶでしょう。しかし、神様は赤ちゃんをどの

ように受け止めているか知っていますか？衝撃的です。赤ちゃんは神様には受け入れられないの

です。わたし達は赤ちゃんを外見から見ますが、神様は生まれ持った罪を見ます。だから、いく

ら大勢の人達が 赤ちゃんの美しさと純真さに見とれて称賛したとしても、覚えておくことは、

今まで神様にとって美しい赤ちゃんはたった一人、イエス•キリストだけということです！  

  

 神様がイエス•キリストを美しいと見るのは、他の赤ちゃんの外見が魅力的に劣っているから

という理由ではないのです。他の赤ちゃん達は、霊的に死んでいて神様から引き離されているた

めに、神様に受け入れられないのです (ローマ5章12節、エペソ2章1節)。7 イエス•キリストは

生まれつきの罪を持たない唯一の赤ちゃんだったので、神様に完全に受け入れられたのです(第

一ペテロ2章22節)。神様の視点から赤ちゃん達を見てみましょう。わたしもあなたも霊的に死ん

だ状態で生まれてきました。キリストを除いて、今まで生まれてきた全ての人達、これから生ま

れてくる人達の全人類は、生まれつきの罪も持って、霊的に死んだ状態で産まれます。    

 

 ある人は、あなたが個人的に初めて罪なことを思ったり行動にした時に、霊的に死ぬのだと間

違った考えを持っていますが、それは真実ではありません！ あなたがたとえ肉体的に生きて産

まれても、その同じ瞬間、あなたは霊的に死んで産まれたのです。神様はあなたの個人的な罪の

行動を咎めることはありません。産まれたばかりの赤ちゃんの時のあなたが、良いことも悪いこ

とも何もしていないという理由から、神様は、あなたのすることを見て判断することはしませ

ん。 あなたの肉体的な体が、生まれつきの罪を持ち霊的に死んでいて蝕まれているという事実

をもとに神様は判断します。    

 

あなたが霊的と肉体的に成長していくと、あなたは個人的に罪な行為を起こし始めます。最初

に話す言葉が「ママ」だったり「ダダ」だったりするかもしれません。やがては、あなたは「や

だ！しない！」と言うでしょう。これがあなたの生まれ持った罪に応答した意志選択行為です。

全て生まれ持った罪は、良いことと悪いこと両極端に多方面に渡って及んでいきます。だからこ

そ、あなた自身を理解しようとするなら、まず、あなたの生まれ持った罪を理解しなければいけ

ません。 
 

 

 

6. キリストの人間性は、聖霊によって受胎されたため、キリストは遺伝的に罪の性質を“持たずに”産まれました

（マタイ１：１８）。 参照 シーム、「キリストの血」、（２００２年）、１０－１１ページ 

 

7.  シーム、「隔ての壁」、５ページ 
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生まれ持った罪の生産物 
 

弱い部分 
 

 生まれ持った罪には、個人的な罪が生じることに至る全ての誘惑という弱い部分があります。8   

個人的な罪は3つに分類されます。     

 

感情の罪 - 感情の罪とは何でしょうか？プライド、ねたみ、恨み、憎しみ、復讐心、執念、羨

み、罪悪感、恐れ、心配、不安、自己憐憫です。これらは、一番悪い類の罪なのです。どうして

かと言うと、それらは霊的な生き方の邪魔をし、素早く罪のかたまりとなるからです。9   わたし

達全てが生まれ持った罪を所有しているために、一人残らずそれぞれが早くとも遅くとも、いず

れはそれらの感情の罪に圧倒されてしまいます。 

   

 ここで、わたしが罪について話し始めた時に、防御的にならないで下さい。もしわたしがあな

たのつま先を踏むなら、わたしはあなたの後を追ってはいないことを覚えていて下さい。学びを

する上での秘訣は、「くつろぐ」ことです。リラックスして下さい！あなたは、かなり重い感情

の罪の持ち主かもしれませんが、あなただけではありません。人類の中でイエス•キリストを除

いて、誰ひとりとして常に感情の罪を持たなかった人はいないのです。あるクリスチャン達でさ

え、罪をやめられず続行してしまいます。10  とはいえ、あなたに覚えておいてほしいポイント

は、これは罪の部分だということです。あなたの考えることが、感情の罪となりうるのです。 

 

舌の罪 - この部分は悪口、決めつけ、いじめ、うわさ話、あげつらい、嘘をつくことが含まれ

ます。あなたはこれらのいくつかの罪を、悪意ある誹謗中傷とは区別して別だと思われるかもし

れません。舌はヤコブの手紙の中でどのように説明されているのか確認しましょう。 

 

「同様に、舌も小さな器官ですが、大きなことを言って誇るのです。ご覧なさ

い。あのように小さな火があのような大きい森を燃やします。舌は火であり、不

義の世界です。舌は私たちの器官の一つですが、からだ全体を汚し、人生の車輪

を焼き、そしてゲヘナの火によって焼かれます。」(ヤコブ3章5-6節) 

 
 

 

8.罪への誘惑、それ自身は罪ではありません。あなたの意志で誘惑に負けて個人的な罪に傾倒する時が罪です。誘

惑の源は生まれ持った罪です。個人的な罪の源はあなたの意志と決断です。 

 

9.シーム、「クリスチャンのインテグリティー」（２００２年）、１７３－1８２ページ 

 

10.罪の連鎖は他の罪にある罪を積み上げていくことです。参照 シーム、「罪の隔離」（２０００年）、 

１０－１２ページ 
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一本のマッチ、一つの種火であなたは森一帯を燃やすことができます。たった一つの言葉があ

なたの人生と、他の人達の人生を完全に崩壊させる口火になりうるのです。 

 

明白な罪 - 明白な罪は、舌の罪と同じく、他の人も関わってきます。だから明らかに、他の人

があなたの生まれ持った罪に影響されるのです。殺人、姦淫、アルコール中毒、盗みは、聖書

で罪と書かれ、明白な行為になっています(出エジプト記20章13-15節、17節、ローマ13章9

節)。 

 

 間違って導かれた独善的な人々が罪深いと呼ぶ行為が、聖書では罪とみなしていない行為も

多くあります。それらの疑問ある行為はタブー、または個人的な偏見以上の何者でもないでし

ょう。あなたの宗教のバックグラウンドからタブーがあって、あなたはそれらのタブーが罪だ

と心から信じているかもしれません。 他の人のしていることが罪だとあなたが考えているから

といって、神様もそれを罪だと受け止めるわけではないのです。あなたは聖書で何と言ってい

るのかに、心を留めなければいけません。 

  

 もしグラス一杯のワインを飲むことが罪だとあなたが考え、他のある人が夕食にグラス一杯

のワインを楽しんでいるから、その人は霊的にはなれないと考えるとしたら、ワインを楽しむ

ことは罪ではなく、その考えはあなたにとってのタブーなのです。聖書で「夕食でグラス一杯

のワインを飲んではいけない。」とは言っていません。事実、適度にワインを飲むことは体の

益になりうるとも聖書に書かれています(第一テモテ5章23節)。泥酔することは聖書で非難され

ています(ローマ13章13節)。11 

 

 赤や黒を身にまとうことや、着るものに関してあなた自身の好みに従うこと、どちらも罪で

はありません。信じられないかもしれませんが、女性にとって魅力的な服装をするのは罪深い

ことではないのです。ある人たちは、あるタイプの服装や化粧は品位がないと常に考えるが故

に、これらのことを受け止めるのが困難かもしれません。あなたは礼節の境界線を越えてくる

女性達を非難してもよいのです。あなた自身と違う好みとバックグラウンドを持っているがた

めに不当に非難してくるクリスチャン達の違反宣告は、タブー主義と個人的な偏見の例になり

ます。  

  

多くの人は愉快な個性を持ち、ある人々は憂いな個性を持っています。  ある人々は激し

く、ある人々は自然にリラックスしています。ある人々はその中間、そんなに愉快でもなく、

別に憂いがあるというわけでもない。 スコットランド人は気難しく頑固だと呼ばれます。微笑

むことは罪ではありません。しかめっ面をすることも罪ではありません。「信仰者にとっての

人生は羽毛のベッドではない。兄弟たち、あなたは顔に暗たんを浮かべるべきだった。神様が

人々の笑顔を忌み嫌うから、どんなことにも微笑むな。」とは聖書は言っていません。クリス

チャンが微笑んだり、良い時間を楽しんでるように見えたら、タブー主義者たちは、「あの不

真面目で軽率な人達を見て。彼らはぜんぜん霊的ではないですね。」と陥れるように言うでし

ょう。 
 

 

11. アルコール依存症や、その傾向にある人々は、どんなアルコールも決して飲むべきではありません。 

参照 シーム、「ダニエル１章から６章」（１９９６年）、付録Ｈ 
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あなたの個性は、あなたの霊性さをはかる物差しにはなりません。 陽気だったり、社交的な個性

は罪ではありません。    

   

 魂が目に見えないのと同様に、生まれ持った罪も目には見えません。しかし、一人のお方だ

け、あなたの生まれ持つ罪からの考えや行いがあるごとに見ています。そのお方とは神様です。

あなたの生まれ持った罪が個人的にあなたの魂に誘惑している間、あなたの魂は誘惑に圧倒され

て負けるか、個人的にその誘惑を拒否しますが、いつでもあなたの罪からの考えや行いのある

時、どんな部分の罪でも神様はその罪を見ているのです。     

  

強い部分    
   

 あなたの弱点である部分の罪に加えて、あなたの生まれ持った罪には、良い行いを生む強い部

分もあるのです。それは人間的な良い行いと呼ばれ、それらは「肉体」の力によって成された行

為になります。信仰者と信仰者ではない両者のそれぞれが、自身で意志選択して人間的な良い行

いをします。生まれ持った罪にコントロールされた状況下で、信仰者が良い行いをしたことは、

信仰者ではない人が良い行いをしたことと、全く区別がつきません。12 

 

 聖書は情け深い行為である、飢えた人に食事を差し出すこと、ホームレスに住む家を提供する

こと、貧しくて助けの必要な人を援助すること、そして神聖に確立した法の下、同じような親切

な行動を命令しています(イザヤ58章7節、10節、エゼキエル18章7-8節、16-17節、ヤコブ2章15-

17節、第一ヨハネ3章17節)。信仰のない人にとって、それらの法に従うことは一時的な幸せの源

になりますが、それらの行いの実績は、神様の偉大な白い御座の審判では、いかなる名誉となる

功績も確立することはあり得ません(黙示録20章12節)。13 

   

残念ながら、大抵の人々は単に神様に自分を印象付けて天国に入りたいので、お金をあげた

り、人類を助けようとしたり、教会に加わります。14  宗教は人間の良い行いへの多大なスポンサ

ーです。しかし、神様による救いの計画の中には、人間の良い行いのための場所はどこにもあり

ません(第二テモテ１章９節)。世界中の全ての人間の良い行いは、たった一人さえも救うことは

できません。15 

 

 

12. 信仰者で自分の罪に気づかないで送る人生は霊的ではなく、その人の生まれ持った罪にコントロールされた 

“肉欲的”なものとなります。１７ページを参照。または、シーム、「リバージョンイズム」（２０００年）、１４

－１８ページ 

 

13. シーム、「絶えることのない神の愛」（２００９年）、４０－４３ページ 

 

14. 人間的な良い行いは悪魔の世界に体裁のいいごまかしへと試みられ、人類の問題への永遠の解決にはならず、 

サタンによって丸抱えされています（申命記１５：１１；比較、マタイ２６：１１； ヨハネ８：４４）。彼らは必

然的に悪魔の行難を持ちます。この不完全な世界で神が永久な解決を与えていることは、個人の霊的なもの：キリス

トにある信仰と霊的成長です。 

 

15. シーム、「罪への奴隷競売場」（１９９４年）、２０－２６ページ 
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 神様は人間の良い行いをどのように見ているのでしょう？イザヤ書64章6節の中で「私たちの義

はみな、不潔な着物のようです。」と何かもっと不快になるような婉曲した印象で言っていま

す。 

 

 全ての人間の良い行いが生まれ持った罪から発生しているので、その行いは神様の基準には見

合わず、 霊的ではなく、永遠の価値もなく、天国での報酬にもなりません(第一コリント3章11-

15節)。        

    

 どのようにして、わたしは人間の良い行いを神様が卑下するのかを明瞭にできるのでしょう

か？確かにあなた方皆が、まったくの独り善がりだった人の近くにいた経験があったと思いま

す。 あなたはその人の独り善がりが好きでしたか？おそらく、そうじゃないでしょう！ わたし

が子供の頃、姉がそのようでした。時多くして姉が正しく、「姉は自分の正しさを自慢し、わた

しが正しくないことを証明した」時が思い出されます。わたしが今までに持った全ての自然に起

こる反抗心の中でも、これは最強だと思われます。父がわたしに「もし彼女に襲いかかったら後

悔するぞ！」と警告した時に、わたしは、こぶしを握りしめていたのを思い出します。いつも彼

女の道徳的規範は正しかったのですが、彼女の独善が、わたしは好きではありませんでした。あ

なたの人生で、正当性が不明瞭なのに気取っておおげさな態度をとる人に対して敵意を持ったこ

とが、おそらくあったと思います。例えとして、神様は人間の良い行いをそのようにして見るの

です。「正しいことが、間違った方法でなされている」独り善がりと大して違わない誇示です。

神様はその態度を受け止めることはできません。 

 

 神様の計画とは、神聖に良いことが行われることであって、決して人間の良い行いではありま

せん(エペソ2章10節)！16  神様が罪を咎めると同様に、神様は人間の良い行いも拒否します。イ

エス•キリストがわたし達の代理人として十字架で死んだ時に、罪の問題は解決しました。それ

と同時に、イエス•キリストの働きが神聖な良い行いだったので、人間の良い行いも却下されま

した。 

 

「神様は、私たちが行った義のわざ によってではなく、ご自分のあわれみ 

[恵み] のゆえに、聖霊による、新生と更新との洗いをもって私たちを救ってく

ださいました。」(テトス3章5節 斜字体使用) 

 

私たちの救いはイエス•キリストの働きによって与えられました[神聖に良い行い]。これに対し

て人間の働き[人間の良い行い]があります(エペソ2章8-9節)。 

 

ここまで来て、あなたはかなりの荷物を背負っていることに気が付くのではないでしょうか。

しかしもっとあります。生まれ持つ罪には、弱点と強い部分では十分ではなく、傾向もありま

す。 
 

 

16. 神聖な良い行いとは、聖霊に満たされた状態の信仰者によって行われる、どんな行いのことも示します。 神聖

に良いことだけが、完璧な神様の基準に受け入れられます。神聖に良いことだけが、真性で永久の価値を持っている

ので、天国の神様から評価され、報酬を受け取ることになるのです。  
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生まれ持った罪の傾向 
  

 全ての生まれ持った罪には2つの傾向があります。一つは独善な律法主義に傾き、もう一つは節

度がなかったり、不道徳になって戒律から解き放たれる傾向とがあります。大体において、人は

生まれ持った罪にコントロールされている時、その人の習慣的な傾向へと向かっていきます。 

そういうわけで、一方では律方主義者がいて、他方では快楽主義者がいるのです。しかしなが

ら、固着化したパターンはありません。ある人は、大体は律方主義に傾いていますが、たまに病

的な性欲を感じる傾向になったり、好色で、突然独善的な部分が増長したりします。 

 

生まれ持った罪 
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生まれ持った罪の欲望のパターン 
 

 生まれ持つ罪の他の特性は、欲望のパターンです。欲望とは何でしょう？欲望は不正で、時と

して飽くことを知らない強い欲望です。この欲望は、あなたを飲み尽くし、あなたの全ての思考

や行動に影響を与えるほどの強烈な動機づけになります。 

 

  称賛されたい強い欲望（認識されたい欲望、自己啓発すること）は、一番基本的な意欲です。

こういうわけで、若者達は互いにある事に挑戦するのは、同僚から注目を浴びるためです。大人

達の称賛されたい欲望は子供達のものとまさに同じですが、大人達の注目を浴びるためにする手

段は、もっと洗練されたものかもしれません。しかし、子供であろうと大人であろうと、それぞ

れが自分自身の枠組み内で注目を浴びようと行動します。例では、目を見張らせるような体力

や、学力だったり、社会的、または専門分野での功績で認識されることかもしれません。このよ

うな認識されることが、人生の中の動機づけに全て取り囲まれています。 

 

 残念ながら、クリスチャンの人生を始めたばかりの時に、称賛されたい欲望の刺激に煽動され

るかもしれません。よくあるのは新しく、VIP (とても、大切な、人)の信仰者がどうやってイ

エス•キリストを救い主だと見つけたのか、ドラマティックな証しをすることを頼まれます。

皆、フットボールチームのキャプテンや、美人コンテストの優勝者、成功した専門家、社会的な

著名人から話を聞きたがります。これは宣伝活動として良い点かもしれませんが、必ずしもキリ

スト教と関係ありません。このタイプの認識は、人間的な良い行いを促進して、欲望のパターン

に刺激を与えることになりかねません。信仰者が人間の世界でVIPという理由だけで、だれから

も注目を浴びたことのない名の知れていない信仰者よりも、彼らの方が大切だという視点は神様

にはありません。「リトルさん」がキリストを受け入れた時に、神様の目からは、「ビッグさ

ん」の時と同じく、リトルさんは大切なのです。 

 

そこでペテロは、口を開いてこう言った。 

「これで私は、はっきりわかりました。神様はかたよったことをなさらず、ど

の国の人であっても、神様を恐れかしこみ、正義を行う人なら、神様に受け入

れられるのです。」(使徒10章34-35節) 

 

 称賛されたい欲望は、強力な肉欲へと導きます。一度人々が注目を浴びると、その注目してく

れる人達をコントロールして操れるように、彼らを組織化したくなります。ある人々には、しば

しばロマンティックな愛の代わりに、性欲が心に食い入っていたりします。他の人々は物質主義

の欲望、私たちの社会で多い、所有物に対する飽くことを知らない欲求が心に食い入っている状

態があります。 
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他にも欲望がありますが、それらは基本的なものです。 

 

 わたし達の生来の生まれ持った罪は、絶えず続く醜い連れなのです。どの傾向が優勢であろう

と、どのようにわたし達の生まれ持った罪が作用しようとも、それを取り除くために、わたし達

は何もできません。神様だけが、神様の恵みをもって、わたし達の罪の問題の解決を提供してく

れるのです。 

 

神様は、罪を知らない方を、私たちの代わりに罪とされました。それは、私た

ちが、この方にあって、神様の義となるためです。(第二コリント5章21節) 

 

神様の計画は、わたし達が恵みによって救われるだけでなく、恵みによってクリスチャンの生き

方を実行するために、第1段階と第2段階の両方とで罪への解決を与えてくれています(第二ペテ

ロ1章3-4節)。 

 

 

第2段階：この世にある信仰者 
 

 あなたがキリストを信じた瞬間、あなたは私が「恵みの作用」と呼ぶ、神様の計画の第2段階

へと即座に入る特権を得ます。この計画は、キリストの心を習って適用することによって、あな

たが神様の喜びを所有できるためにデザインされました(第一コリント2章16節)。キリストの心

は、全ての信仰者に聖書の教理から知ることができるようになっています。生まれ持った罪は第

2段階の中で、決して取り除かれたり放たれることもないのです(ロ-マ7章14-25節)。聖霊の働き

を通して(ガラテヤ5章16節)、聖書の教理によって霊的に成長することによって(第二ペテロ3章

18節)生まれ持った罪は抑制できますから、あなたは主に仕える時間と、主の喜びを共有する時

間を継続的にもっと持てるのです。17 

 

 

何か古いもの、何か新しいもの 
 

 あなたがイエス•キリストを救い主と受け入れた瞬間、神様は第2段階の中で、あなたのために

少なくとも40項のことをします。18  しかし、１つだけ、神様があなたのためにしないことがあり

ます。神様は、あなたの生まれ持った罪を取り除かないのです！結婚式の決まり文句から引用し

て、「何か古いものと何か新しいもの」をあなたは持っています。 
 

 

17. シーム、「聖霊である神 対 生まれ持った罪」、（２０１３年） 

 

18. 付録参照 
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聖霊が内在していて聖霊に満たされていることは真新しいことで、生まれ持った罪はあなたの肉

体的な誕生からの古い遺留物なのです。19  あなたは「新しく生まれなければいけない」と言わ

れています(ヨハネ3章7節)。新しく生まれることの教理上の定義や、霊的な誕生は、再生です。

救いの瞬間、霊的に死んでいた状態から霊的に生きること(ヨハネ3章6節)に移行して、永遠の命

のインピュテーションのために、聖霊なる神様が、あなたの中に人間の霊を造ります(ヨハネ3章

3-8節；テトス3章5節)。あなたは、このようにして神様の家族の中に新しく生まれました(ヨハ

ネ1章12節)。あなたは、神様の子供です(ガラテヤ3章26節)。あなたは、キリストの十字架での

働きによって、義とされるのです(ローマ3章21-22節、第二コリント5章21節、ピリピ3章9節)。

あなたは永遠に神様と一緒に住むのです(ローマ8章38-39節)。再生は、あなたが、神様と永遠の

家族関係にある「キリストにあって新しく造られた者」になります(第二コリント5章17節)。20 

 

 それだけでなく、あなたは綺麗な石盤であなたのクリスチャンの人世を始めるのです。イエス

•キリストを信じた時、あなたが20歳だったとしましょう。それまでの期間、あなたの罪と良い

行いの蓄積された数が幾千個だとします。キリストが十字架で死んだ時、すべてそれらの罪はキ

リストに注がれ、裁かれたのです。１つの罪も残らずです。キリストを救い主と受け入れた瞬

間、それら全ての数千もの罪が拭い去られたのです。 

 

 しかし、あなたはまだ生まれ持った罪を持っていて、あなたが罪なことを考えたり行うよう

に、そして、あなたが神様との関係を失うように誘惑されます。あなたはまだ欲望によって動機

づけられるのです。 
 

 

19. 聖霊が内在することは、全てのチャーチ•エイジ信仰者（ローマ８：１０－１１）が救いの瞬間に絶対的に得る

永久的な状態で、イエス•キリストの（シェカイナ）栄光の永久な内在と父なる神の永久な内在（第一コリント３：

１６；第一ヨハネ４：１３－１５）が同時に起こるように、その人の体が宮殿（第一コリント６：１９）に変化しま

す。参照 シーム、「歴史の神聖な概要：ディスペンセイションと教会」（１９９９年）１３１－1３３ページ 

    聖霊に満たされることは、全てのチャーチ•エイジ信仰者が救いの瞬間に絶対的に得る一時的、時間的な状態

で、信仰者の魂をコントロールしたり影響を与えて（ヨハネ１４：２６）、クリスチャンの人生を果たすための神聖

な力となります（エペソ５：１８）。この絶対的な状態は、罪なことを考えたり行うことによって失い、リバウンド

を通して再得できます（第一ヨハネ１：９）。参照 本書２２-２４ページ また、シーム、「リバウンドして続け

て行こう！」（１９９３年）１１-１３ページ；「聖霊である神 対 生まれ持った罪」、６ページ；「クリスチャ

ンのインテグリティー」、２５-２６ページ 

    チャーチ•エイジとは、現在の時代のことで、キリストが処刑されてから５０日後であるペンテコストの日から

始まり（使徒２：１）信仰者のよみがえり（携挙）で終わります（ローマ１６：２５、エペソ１：１０、エペソ 

２：１，５，８-９；コロサイ１：２５－２６）。ディスペセイションとは神様の黙示録において明白にされた人間

の歴史の期間のことで、人間のために（ローマ１６：２５）神様の計画が展開されていることが示されています。 

そしてディスペンセイションは神様の視点で歴史を教理的に解釈し構成します（エペソ２：７）。 

参照 シーム、「歴史の神聖な概要」、３，６３－６８ページ 

 

20. シーム、「放蕩息子」、（2001年)  
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第2段階の中であなたが罪なことを考えたり行う時、あなたは生まれ持った罪にコントロールさ

れていて、神様はその状態を嫌います。 

 

 人の生まれ持った罪を、神様が用いることは全くないことを、あなたは理解しなければいけま

せん。クリスチャンの人生は、生まれ持った罪にコントロールされるのではなく、聖霊によって

満たされ、コントロールされているのが基礎となって進んでいくべきでしょう(エペソ5章18

節)。救われた人が、救われた後にも、その人の生まれ持った罪にコントロールされている時、

聖書ではその人を肉欲的なクリスチャンと呼んでいます。「肉欲」とは、古い英語で実に古代の

ものです。何百年も前に、肉欲の意味とは肉体で、聖句の中で「肉体」は、時々、生まれ持った

罪を示しています。肉欲のクリスチャンとは、あなたや、わたし、罪なことを考えたり行う時の

どんな信仰者にも当てはまります。 

 

 救われた後に、あなたが初めて罪なことを考えたり行った時、衝撃的だったかもしれません。

しかし、しばらくして、罪なことを考えたり行うことは習慣になるのです。もしあなたが聖書の

教理を全く習わないがために、霊的に成長しないでクリスチャンの人世を生きているとしたら、

あなたはあなたの肉欲的な生まれ持った罪に磨きをかけて洗練していくことになるのです。例え

ば、ある地域の教会で、一般規則があることをあなたは見つけるに違いないでしょう。何をその

教会員たちが受け入れて、何を受け入れないだとか、そこで、あなたはあなたの弱い部分を隠す

ことを習うのです。もしあなたが、聖書の教理と、生まれ持った罪を抑制する方法に無知のまま

でいたら、あなたは一流の詐欺師へと発展していくのです。今日、クリスチャンの偽善は至ると

ころにあり、賢くて信仰者ではないどんな人でも、即座にそれを指摘できます。だからこそ、生

まれ持った罪が深まっていくのを防ぐ方法を神様が提供してくれていることを、新しい信仰者た

ちは教えてもらわなければいけません。 

 

ストール（失速）からの回復 
 

 聖書の教理を学んで、適用していくことによって、あなたの人生の中で生まれ持った罪に絶え

ず来る誘惑を退くことが、もっとできるようになっていくのです。しかし、罪は必然的に生じて

くるので(第一ヨハネ1章8節、10節)、あなたの罪な思いや行いのある時、あなたの生まれ持った

罪に引き続きコントロールされることから脱出する方法を、習わなければいけません。悪い知ら

せは、生まれ持った罪は根絶できないということです。しかし、良い知らせがあります。わたし

達の生まれ持った罪を、制御する手段や方法があります。飛行機の操縦を習う場面から、素晴ら

しい説明ができます。 

 

 飛行のインストラクターが、初めに、あなたを飛行機のところへ連れて行き「これが飛行機で

すよ」と言います。わたしが「神様は存在します」と言った時と全く同じ仕方です。もちろん、

あなたはそれが飛行機だというのは既に知っています。飛行機には、方向舵、スティック、旋回

計、そしてスロットルレバーという基本の操縦操作装置があります。「これは、ある機能のため

に作動して、あれは、ある機能のために作動します」などと、様々な部品をインストラクターに

見せられ説明を受けます。ゆくゆくは、あなたは飛行機の中に入ってインストラクターにベルト

を締める方法を見せられ、インストラクターの熟知された飛行に連れていかれます。 
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 フライトスクールのコースの中で、まず初めに習わなければいけない技術は、ストールから回

復する方法です。ストールは、航空機が飛行する状態に作動していないことを意味します。言い

換えれば、その飛行機はすぐ大惨事になりうる悪い状態にあるのです。だからこそ、まず正常な

状態に回復することを習わなければいけません。どうして、インストラクターはその技術を初め

に教えるのでしょう？あなただけでなく、インストラクターの首の骨も折れないためです。 

 

 インストラクターが望むように、ドラマティックに回復できますが、飛行機のタイプやインス

トラクターの度胸によります。多くのインストラクター達は、スティックを前方に押すのが好き

で、深いダイブに入り、あなたのお腹が背骨に向かって圧迫されて座っている間、スティックを

引き戻して、飛行機の尾翼を下にさせます。そこで「ブーン！」あなたはハンマーヘッドという

状態になって、ひどいストールで飛行機の鼻が直立し、背中を下にして降りていきます。また

は、インストラクターが単にエンジンを止めるためにスロットルレバーを引いて、突然風の音以

外は何も聞こえなくなります。エンジンの音が消えています。あなたのお腹が急降下のために浮

きます。ストールのトレーニングは衝撃的になれます！ 

 

 信仰者が生まれ持った罪にコントロールされた状態で、クリスチャンの人生を送ろうと試みる

のは、ストールの中にいる状態です。ちょうどストールからの回復の技術を知らないで、大惨事

を求愛するかのように飛行機を操縦するようなものです。そういう訳で、生まれ持った罪をコン

トロールする方法を知らない信仰者も問題に直面するのです。実にそういう訳で、あなたが「ス

トールからの回復」を知るまでは、わたしはあなたに何も教えられないのです。 

 

 あなたは、ストールや、ダイブ、またはスピンから飛ぶことを習いません。飛行機が普通のコ

ースを飛行している時に操縦を習います。あなたが生まれ持った罪にコントロールされていて、

ストールの中にいたら、神様の計画の中の霊的な真実を習うことはできません。聖書教理から

と、もうすぐわたし達が見ていく神様がデザインした方法だけから習います。 

 

 あるクリスチャンたちは、一度キリストを受け入れたらあなたの諸問題はなくなって、二度と

罪な考えや行いをすることは決してなく、幸せになると間違った概念を持っています。その結果

として、聖書の教理を知らない信仰者が失敗した時、その人は自分が全く救われていないからな

んだと思い込んでしまうかもしれません。間違えられたに違いない、と理由をつけます。一度キ

リストを信じたら、罪な考えや行動をし失敗するにもかかわらず、その人が救われている事実は

決して失われることがない事実だということを、その人は全く理解していないのです(ローマ8章

38-39節)。21 信仰者達が、繰り返し自分達の永遠の保証に疑問を投げかけ、疑念を取り除いて

自信を取り戻すため、新たな確約を得るために違った方法を試みますが、決して困難な状況は解

決されないでしょう。 

 

 
21.  シーム、放蕩息子、３１-３２ページ 
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彼らの間違った概念を修正するのに必要なのは、使徒パウロが第一コリント3章1節であげた、コ

リント人の肉欲に対しての教理の要約です。 

 

 

肉欲のコリント人達 
 

さて、兄弟たちよ。私は、あなたがたに向かって、御霊に属する人に対するよ

うには話すことができないで、肉に属する人、キリストにある幼子に対するよ

うに話しました。(第一コリント3章1節) 

 

 パウロは、教師が生徒に話すように「さて、兄弟たちよ。」と話しています。「兄弟たち」と

いう言葉は、イエス•キリストは救い主だと受け入れ、イエス•キリストを信じるという、全ての

意志の決断の中で、一番偉大な決断をした人達に言及しています。兄弟たちは、神様の家族の一

員にあてはまります。わたし達は、キリストを救い主だと受け入れることによって、神様の家族

のメンバーになるのです(ガラテヤ3章26節)。しかし、聖書の句でわたし達を、「兄弟たち」と

呼んでいるからといって、皆を「兄」、「姉」と呼んで走り回る必要があるとは意味していませ

ん。兄弟たちという言葉は、全ての信仰者達は同じ家族のメンバー達という意味だけで、重要な

のです。 

 

「さて、兄弟たちよ。あなたに話すことができなかった。」ここに、いつの時でも最も偉大な教

師であるパウロが、話すことができないと言っています。どうしてでしょうか？なぜなら、彼ら

は霊的ではなかったからです。「それなら、誰が、そして何が霊的なのか？」と、あなたは、す

ぐに考えるでしょう。「わたしは霊的ではないと感じる」とさえ、自分自身に言うかもしれませ

ん。霊的になることとは、どんな感じですか？それは「非常に幸福な状態」な夢見心地ですか？

神様の霊気に感づくことですか？あなたの義に満足していることですか？ みんな全く違いま

す！あなたが霊的なのは、聖霊によってあなたがコントロールされている時であって、あなたが

感じる感覚は、霊的とは何も関係ないのです。もし聖霊なる神様があなたの人生をコントロール

すれば、あなたは霊的なのです。 

 

 霊性は完全に独立しています。どんな時でもあなたは聖霊によって満たされコントロールされ

ているか、生まれ持った罪によってコントロールされているかの、二通りのどちらか一方しかあ

りません。あなたが、副鼻孔炎性頭痛のある時でも、霊的になれます。落ち込んでいる時でも、

霊的になれます。気分の良い時にも、霊的になれます。眠くても、霊的になれます。用心深くて

も、霊的になれます。あなたがどのように感じるかは、霊性とは無関係なのです。霊性は、あな

たの人生が聖霊にコントロールされていることです(エペソ5章18節)。 

 

 航空機操縦の原則を習って適用するために、水平なコースで飛行しなければいけないのと同じ

く、聖書の教理を習い適用して第2段階を実行するには、あなたは聖霊にコントロールされなけ

ればいけません。飛行で最も難しい面は、横風や悪天候の中で、真っ直ぐなコースを維持するこ

とです。同様に、霊性はあなたが全ての状況の下でも、神様との交流を継続して維持するので

す。 
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あなたが生まれ持った罪にコントロールされている時に、聖書の教理を習って適用しながらクリ

スチャンの人生を送ることはできません。だからこそ、あなたの人間の霊に聖書の教理を教えて

くれて、霊的な人生を可能にしてくれる、聖霊である神様によってコントロールされるための、

ストールから回復する技術を習わなければいけません(第一コリント2章12-13節)。22 

 

 クリスチャンの人生でのストールは、肉欲の状態で神様と連帯していない人生です。パウロ

が、コリント人達に失望して表現したのが、「さて、兄弟たちよ。私は、あなたがたに向かっ

て、御霊に属する人(聖霊によってコントロールされている人)に向かって話すことができない

で、肉に属する人(肉欲)」と言っているところです。彼らが肉欲的なために、「キリストにある

幼子」で、わずかな聖書の教理しか知らなくて、クリスチャンの生き方を進歩させなかったから

です。 

 

 

22. シーム、「与えること：トリックか恵みか？」１３-１６ページ、軍の勝利あっての自由（２００３年）、５２-

５３ページ 
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 2つの円の図で説明させて下さい。上の円は、神様との永遠な関係で、下の円は、一時的な神

様との関係を描いています。皆の信仰者は、救われた瞬間、キリストと結合して上の円から決し

て離れることはできません(詩篇37章24節、ヨハネ10章28節)。 あなたが救われたことを失うた

めに、あなたができることは何もありません。下の円は、聖霊があなたの人生をコントロールし

ていることを表していて、「連帯」または「霊性」と呼ばれています。下の円の外は、あなたの

人生が、生まれ持った罪にコントロールされている肉欲の状態にあるところです。霊的なクリス

チャンは連帯する下の円の中にいて、肉欲的な信仰者は下の円の外にいます。 

 

 パウロは、「私があなたに話す時、あなたは連帯の円の外にいるから、私は、あなたに理解さ

せることができません。あなたが連帯の円の中にいる時、私は、あなたに理解させることができ

るのです。」と言っています。パウロは、彼らを下の円の中に戻させることは、できないので

す。パウロは彼らを下の円の中に、強制的に戻すこともできません。誰も働くことによって、円

の中に戻りません。誰も懺悔のシステムを通過したり、お金を払っても円の中に戻れません。下

の円の中に戻るには、ストールからの回復の技術が必要なのです。わたし達はその技術を「リバ

ウンド」と呼びます。 

 

 あなたが聖書の教理を習う前に、あなたはリバウンドを理解しなければいけません。 

パウロは、このように言っています。 

 

「私はあなたがたには乳を与えて、堅い食物を与えませんでした。あなたがた

には、まだ無理だったからです。実は、今でもまだ無理なのです。」 

(第一コリント3章2節) 

 

パウロは、かなりコリント人達を酷評しています。事実上、彼は「見なさい。あなたは連帯の外

にいました。あなたは聖書の教理を受け入れることもできなかったし、いまだに受け入れること

もできていません。」と言ってから「あなたがたは、まだ肉に属しているからです。」と加えて

います。(第一コリント3章3節) 

 

 あなたがイエス•キリストにあっての信仰を通して、神様の家族の中に生まれた瞬間、聖霊な

る神様が、あなたをキリストと結合させます。それと同時に、あなたは罪なことを考えたり行う

まで、聖霊に満たされ、霊性の状態にある連帯の円の中にいます。あなたが罪なことを考えたり

行う時、出ていけ！と追い出されます。あなたは、まだ生まれ持った罪を持っていることを覚え

ておいて下さい。あなたが罪なことを考えたり行う時、あなたは円の外ですが、いつでも回復で

きるのです。あなたは肉欲から霊的、円の外から円の中に戻る方法を知る必要があります。回復

には、リバウンド技術、ストールからの回復の手順が必要です。リバウンドは、聖書の教理を習

うための基礎で、神様の計画の中で生きる鍵となり、神聖に良いことを生み出します。 
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あなたがたは、まだ肉に属しているからです。あなたがたの間にねたみや争い

があることからすれば、あなたがたは肉に属しているのではありませんか。そ

して、ただ人のように歩んでいるのではありませんか？(第一コリント3章3節) 

 

 パウロは、聖書が何回も非難している「ねたみ」を、罪のタイプとして説明しています。どう

やってコリント人達は、下の円から出てしまったのでしょうか？ねたみです！ねたみは、一連の

罪を生む、精神的に罪な状態です。一度、下の円の外に出ると、対立が発展していきます。対立

とは何でしょう？対立は、意見の相違と戦いです。人がねたむ時、その人は執念深く復讐を捜し

求めます。そのような人を傷つけ、中傷し、追放し、ジャッジしたい人は総合した敵意の状態を

誘導します。 

 

 グループの人達が、罪に関わったらどんなことが起こるでしょうか？彼らは、精神的な罪の状

態から始まって、敵対まで辿りつきます。敵対は、リラックスした状態と完全に正反対です。連

帯の円の中では、誰でもリラックスした状態でいることができます。下の円の外では、信仰者が

互いに戦うことに「縛りつけられる」のです。こういうわけで、パウロは、コリント人達に聖書

の教理を教えることができなかったのです。彼らは、「敵対と分裂」に転向してしまった、精神

的にねたみの罪を持った状態にいました。 

 

 パウロは続けています。「あなたがたは肉に属しているのではありませんか。そして、ただ人

のように歩んでいるのではありませんか？」(第一コリント3章3節) あなたがクリスチャンの人

生に持ってきた、一つの所有物は何ですか？あなたの生まれ持った罪です。全ての信仰者が持っ

ています！「ただ人のように歩いている」という文は、その人が下の円の外にいることを意味し

ます。「ただ人のように」とは、キリストを救い主と受け入れていないどんな人にも単に専門的

につけられた称号です。他の言葉にすれば、あなたが連帯していない時、あなたは信仰者ではな

い人のように歩んだり生活するのです。それは、道徳的か不道徳な信仰者ではない人、宗教的か

無宗教な信仰者ではない人、愚かか賢い信仰者ではない人かもしれませんが、あなたは信仰者で

はないどんな人とも同じように生きていることになります。 

 

 生まれ持った罪はあなたの敵ですが、その罪はあなたの部分で生まれつきのものです。あなた

が死ぬまでと、第3段階に入るまでは、あなたは生まれ持った罪から解放されることはありませ

ん。それまでは、神様がストールからの回復の手順である、リバウンドの技術を提供していま

す。 

 

リバウンド、神様の計画を全うする鍵 
 

もし、私たちが自分の罪を言い表わす〖挙げる〗なら、神様は真実で正しい方

ですから、〖ただ〗その〖自覚のある〗罪を赦し、すべての悪 

〖過ち〗から私たちをきよめてくださいます。(第一ヨハネ1章9節) 

 

 はじめの「もし」という言葉は、ギリシャ語で、低級な状態を呼ぶ導入の言葉です。低級な状

態は、もしかしたら、あなたはあなたの罪を言い表すかもしれないし、言い表さないかもしれな

い、という意味です。 
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あなたの魂の意志選択を用いて、あなたは何をするのか自分自身で決めなければいけません。あ

なたは建設的か非建設的な決断ができます。第一ヨハネ1章9節で言っていることを、あなたが実

行する時、建設的な意志選択をする能力を習得します。「私たち」とは、イエス•キリストにあ

ってのすべての信仰者たちに言及していて、すべての信仰者のためにこのオプションがあるので

す。 

 

 次の「言い表す」という言葉は、単に「挙げる」という意味で、「示し、認める、又は確認す

る」ことです。本来はギリシャ人が、「事実を挙げる」という意味の用語で使いました。事実と

第一ヨハネ1章9節の中で言及されたのは、十字架のことです。「わたし達の罪」は、十字架の上

ですでに裁かれたので、わたし達はそれら自分の罪を父なる神様に個人的に、単純に挙げるか示

します。罪の告白、または、あなたの罪を示すのに、懺悔や苦行は要求されていません。罪の言

い表しには、あなたの罪を申し訳なく感じたり、神様に赦しを乞うことさえも意味していませ

ん。他の誰にでもなく、ただ神様だけに個人的に罪を示すのです。 

 

 どうして神様にだけなのでしょうか？なぜなら、皆の信仰者は聖職者で、神様に直接交渉しな

ければいけないのです。信仰者であり聖職者として、あなたは主に向かってあなたの人生を生き

るのため、プライバシーを持つ権利があります(第一ペテロ2章9節)。23 聖職者として、あなたは

あなたの罪のために主に対して責任がありますが、他の誰でもありません。ダビデは、不義を犯

し、人を殺し、彼は全ての類いの罪を犯しました。しかし、彼は最終的にリバウンドして言いま

した「私はあなたに、ただあなたに、罪を犯し、あなたの御目に悪であることを行いました」

(詩篇51章4節)。罪は神様に逆らっていて、犯罪は神様の性質に反抗しています。他の人々がど

こかで関わっているかもしれませんが、聖職者である信仰者は父なる神様に直接、罪を言い表し

ます。 

 

 「もし、私たちが自分の罪を言い表すなら、神様は真実で」と、この「真実」という意味は、

神様は毎回同じやり方で応答して下さることです。神様は恵みをもって応答して下さって、わた

し達を赦します。神様が一貫していないことは決してありません。絶対に！真実は神様の永遠な

性質の中のひとつで、神様は常に一貫しています。 

 

 「神様は真実で正しい[公正な]方ですから、その罪を赦し、すべての悪から私たちをきよめて

くださいます。」神様はわたし達の罪を赦す正義と公正です。なぜなら、十字架にかかったキリ

ストにわたし達の罪が注がれ、転嫁されたからです(第一ペテロ2章24節)。24  父なる神様は、そ

の時すべての罪を裁いたので、信仰者の誰一人たりとも自分の罪のことでもう裁かれることはな

くなったのです。 

 

 
23. チャーチ•エイジでは、全ての信仰者は高貴な祭司であるイエス・キリスト（ヘブル６：１７、２０）と一緒の

共同体の中にいて、王族のメンバーで、キリストの神権を分かち合います。（ヘブル７：１，３）かくして、全ての

信仰者は神様の前に自身を個人的にさらけ出すのです。王室の神権とは、神様に個人的に自分の罪を言い表し（第一

ヨハネ１：９）、祈り（ヘブル４：１６）、学習し、教理を応用し（第二ペテロ３：１８）、そして聖餐する（第一

コリント１１：２３，２６）というクリスチャンライフの目に見えない側面のことです。参照 シーム、「クリスチ

ャンのインテグリティー」、１０１-１０４ページ 

 

24. 転嫁とは、神様の正義によって決定され、それによって人間に対して宣告、又は恵みが与えられ、名誉とされた

り、帰属されます。参照 シーム、「神様の完全性」 
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キリストの十字架上での働きによって、父なる神様の正義と公正は満たされ、神様は自由にわた

し達の罪を赦し、「すべての悪から私たちをきよめてくださいます」。 

 

 「赦し」の意味は「忘れて、ぬぐい去る」ことです。神様は、わたし達が「気が付いている

罪」と呼ぶ、示された罪を赦すだけでなく、同時にわたし達のすべて気が付いていない罪まで神

様は赦し、全ての「悪」からわたし達をきよめて下さいます。この悪とは、わたし達の全て気が

付いていない罪と、わたし達が忘れていた罪に言及しています。 

 

 これがあなたのストールからの回復である、リバウンドの技術です。25 あなたは常に神様に短

い報告を続けるべきです。あなたが罪なことを思う時、即座に第一ヨハネ1章9節を利用すると、

連帯と聖霊のコントロール下に回帰することができます。 

 

 リバウンドの手段を活用しない信仰者は、絶え間なく肉欲の状態の中にいます。その人が肉欲

の中であっても、救いは失うことはありません。神様は、その人が下の円の中にいた時のよう

に、その人が円の外にいても、まだその人を大変愛しているのです。なぜなら、その人はまだ神

様の家族のメンバーだからです。しかしこの時点で、その人は神聖な懲らしめを受けとることに

なります。お尻をたたかれるのです。26 

 

「主はその愛する者を懲らしめ、受け入れるすべての子に、むちを加えられる

からである。」訓練と思って耐え忍びなさい。神様はあなたがたを子として扱

っておられるのです。父が懲らしめることをしない子がいるでしょうか。 

(ヘブル12章6-7節) 

 

彼はどのようにして回復したのでしょう？第一ヨハネ1章9節のストールからの回復の手順を利用

したのです！ 

 

 第一ヨハネ1章9節は、罪を犯すための許可証ではなく、奉仕するための許可証です。信仰者の

ためには、聖霊の力によって為された行為だけが神聖な良い行いで、キリストの裁きの座で、真

実のクリスチャンの奉仕として神様から認められるのです。27 リバウンドは、信仰者が聖霊の力

によって、聖霊に満たされて(エペソ5章18節)、霊によって歩んで働くことができるようにして

くれます(ガラテヤ5章16-18節)。リバウンドはクリスチャンの生き方を成し遂げさせる、神聖な

財産です。これが生まれ持った罪をコントロールするためと、第２段階での神様の計画が前進し

ていくための、神様の恵みの提供なのです(第二ペテロ1章3節、8章)。 
 

 

25. シーム、「リバウンドして続けて行こう！」 

 

26. シーム、「放蕩息子」、１７ページ 

 

27. 本書２６ページを参照 
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恵みは、神様の計画 
 

 神様の計画の第２段階は、全ての信仰者にどのようにクリスチャンの人生を生きていき、やが

ては神様の栄光が称えられるための計画を示します。しかし、わたし達が、神様が誰で、どんな

お方で、神様がわたし達のためにしていることを理解していなかったら、神様の計画は覆い隠さ

れたままです。わたし達の誰一人として、神様がわたし達に与えているものを、自分で稼いで得

たりもできないし、受け取るのにもふさわしくありません。全てが神様の恵みによるのです。事

実、神様の別名は、恵みです。 

 

 やがては神様の栄光を称えるための第一歩は、リバウンドという恵みの技術を継続して利用し

ていくことです。しかし神様の恵みは、回帰とリバウンドだけでは終わりません。リバウンドを

実行していくことは、ただの始まりです。神様は、全てのチャーチ•エイジの信仰者に有利な点

と、わたし達の想像を圧倒させる特権を自由に提供してくれています(エペソ1章3節、18節、3章

20節)。28 神様の恵みの提供は、第2段階の中の全ての信仰者にとって、終着点と目的であるべき

です。わたし達のクリスチャンの人生は、わたし達の手引きである、聖書の教理の知識と知恵な

しでは、進歩して成熟していくことはありません。聖書の教理だけが、わたし達への神様の計画

という宝物を見せてくれるのです。わたし達が「キリストにあって赤ちゃん」から、霊的に成長

していく時だけ、わたし達は、第2段階で神様の計画を完全に理解して、遂行することができま

す。神様の計画のために、わたし達に命じられていることは以下の聖書の句です。 

 

私たちの主であり救い主であるイエス•キリストの恵みと知識において成長しな

さい。このキリストに、栄光が、今も永遠の日に至るまでもありますように。

アーメン。(第二ペテロ3章18節) 

 

 

第3段階：永遠での信仰者 
 

 第3段階、永遠は全ての信仰者に保証されています(第一ペテロ1章4-5節)。あなたが、この人

生から去る瞬間、あなたは永遠に「主と対面」するのです(第二コリント5章8節)。あなたは携挙

の時、よみがえった体を受け取ります。その体は、キリストのよみがえった時のような体です。

よみがえった体は、生まれ持った罪も持たず(第一コリント15章35-45節)、第2段階での肉欲への

奴隷と不完全さから、信仰者を永遠に解放します。聖書は、これらの言葉で第3段階を説明して

います。 
 

 

28. チャーチ•エイジとは、ペンテコスト（使徒１：８）から、教会の携挙に至る期間のことです。 

参照 シーム、「歴史の神聖な概要」, ６４-６６,７９-１３９ページ 
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彼らの目の涙をすっかりぬぐい取ってくださる。もはや死もなく、悲しみ、叫

び、苦しみもない。なぜなら、以前のものが、もはや過ぎ去ったからである。

(黙示21章4節) 

 

 聖書の中で、天国の描写は比較的に少ないですが、それらの描写から、わたし達の永遠の未来

のための神様の計画は、わたし達の多大な期待をはるかに超えていることは知っています。わた

し達の天国での住居の場所は、ヨハネ14章2節(キング•ジェームス版)で、「豪邸」と説明されて

います。「天から下ってきた」(黙示21章2節) 新しいエルサレムは、通りには金が敷かれ、壁

は全ての種類の貴重な宝石でできていて、真珠でできた門があり、純金の街だと説明されていま

す(黙示21章16-27節)。 

 

 さらに、全てのチャーチ•エイジの信仰者は、キリストの裁きの座で評価されるので、わたし達

は、自分の「行い」によって報いを受けることになるかもしれません(第二コリント5章10節)。

わたし達の報酬は「冠」と呼ばれています。それらの冠は壮観で、わたし達の第2段階での霊的

成長と、神様の計画を達成させた信仰深さを永遠に気付かせるものになります(第一コリント9章

24-27節、第二テモテ4章7-8節、ヤコブ1章12節、第一ペテロ5章4節、黙示2章10節、28節、22章

16節)。 

 

というのは、だれも、すでに据えられている土台のほかに、ほかの物を据える

ことはできないからです。その土台とはイエス•キリストです。もし、だれかが

この土台の上に、金、銀、宝石、木、草、わらなどで建てるなら、各人の働き

は明瞭になります。その日がそれを明らかにするのです。というのは、その日

は火とともに現われ、この火がその力で各人の働きの真価をためすからです。

(第一コリント3章11-13節) 

 

 キリストの裁きの座は、信仰者のよみがえり、教会の携挙の後で天国に於いて行われます。す

べての罪が十字架で裁かれたことから、キリストの裁きの座では罪は問題になりません。その代

わりに、あなたがどのようにクリスチャンの人生を生きたのかと、あなたの良い行いが神聖に良

いことだと認められるかどうかが裁かれます。 

 

 もしあなたが第２段階の人生で、肉欲の状態にある下の円の外にいたなら、あなたの全ての良

い行いは、「木、干し草、わら」のようになります。イエス•キリストにある信仰者として、あ

なたは神様と共に永遠に生きることと、そして神様は一つでも人間的な良い行いを天国には受け

入れないことに気付いていますか？人間社会では、それらの良い行いであなたを表彰するかもし

れませんが、神様はそれらの中のどれも表彰しません。あなたの全て人間的な良い行いは、火に

よって焼かれますが、神様はあなたのことは焼きません！それと同時に、あなたは神様から何も

報酬を受け取りません。 
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 けれども、もしあなたが第２段階の中で下の円の中にいて、霊的な生活を送り霊的に成熟した

なら、あなたの成果は、「金、銀、そして宝石」になります。あなたのクリスチャンの奉仕は、

神聖に良いことと見なされ、火によって焼き尽くされることはありません。なぜなら、あなたは

神様の計画の第2段階を達成したので、あなたは永遠の報酬を受け取ることになるのです。 

 

 

救いの後は何か？ 
 

 キリストにあってのあなた個人の信仰に沿っていくと、あなたのための神様の計画は何です

か？あなたが生きている間、聖書の教理を習って、霊的に成熟して前進すると平安、幸せ、満た

しをもらいます。それで神様の栄光がほめ称えられるのです(ローマ12章2節)。聖書の教理を習

うことを通してのみ、神様の言葉の完全な真実が、あなたの善悪の観念と思考の基準、心構えの

源になるのです。 

 

 聖書の教理は、キリストの心です。キリストが誰で何なのかを、あなたが習う時に、あなたは

キリストの考えを分かち合い始めます(第一コリント2章16節)。あなたの人生が、神様の恵み溢

れる目的で満たされることができるように、神様は、あなたに神聖な視点から考えることを命じ

ています。 

 

 あなたが、現在と永遠の両方で神様の栄光の表しとなる成熟した信仰者となるために、神様は

あなたが救われた後も、あなた個人の宿命を果たすことができるようにあなたを生かします。

「成熟した」信仰者としてだけ、あなたは神様が用意して下さっている最高で最善を受け取るこ

とによって、継続して神様の栄光がほめ称えられます(エペソ1章3-6節)。この世でのあなたの人

生の質と影響、天国での報酬は、第２段階であなたが達成したことによります。 

 

 継続して習うこと、思考すること、そして聖書の教理を応用することによって、あなたは霊的

に進歩します。あなたの絶え間ない霊的な成長は、あなたの魂の中に常に在住している聖書の教

理から来ており、人生、愛、クリスチャンの奉仕、恵み、幸せのための能力を拡大させます。 

 

乏しいからこう言うのではありません。私は、どんな境遇にあっても満ち足り

ることを学びました。私は、貧しさの中にいる道も知っており、豊かさの中に

いる道も知っています。また、飽くことにも飢えることにも、富むことにも乏

しいことにも、あらゆる境遇に対処する秘訣を心得ています。私は、私を強く

してくださる方によって、どんなことでもできるのです。(ピリピ4章11-13節) 
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付録 
___________________________ 

                           
 

 

 

３９項の取り消せない絶対的なことと、１項の取り消すことので

きる絶対的なこと 

 
 

ルイス スペリー シェイファーにより編集 

R.B.シーム, Jr. により改訂 
 

 

取り消せない絶対的なこと 
 

I. 信仰者は神様の永久な計画の中に属しており、キリストの神意を分かち合います。 

キリストは： 

A. 前もって知られていた（使徒２：２３；ローマ８：２９；ペテロ１：２） 

B. 選任された（ローマ８：３３；コロサイ３：１２；第一テサロニケ１：４； 

テトス１：１；第一ペテロ１：２） 

C. 定められた（ローマ８：２９-３０；エペソ１：５、１１） 

D. 選ばれた（マタイ２２：１４；第一ペテロ２：４） 

E. 召された（第一テサロニケ５：２４） 

II. 信仰者は和解させられました 29（人と神様の間の隔ての壁が取り除かれた）：            

A. 神様によって（第二コリント５：１８-１９；コロサイ１：２０） 

B. 神様に（ローマ５：１０；第二コリント５：２０；エペソ２：１４-１７） 

III. 信仰者は罪への奴隷として売られていた競売場から買い取られて、罪の束縛から救わ          

れました 30（ローマ３：２４；コロサイ１：１４；第一ペテロ１：１８）。 
 

 

 

 

 

29. シーム、「隔ての壁」、３０ページ 

 

30. シーム、「罪への奴隷競売場」 
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IV. 信仰者への罪の宣告、又は永久な裁きは取り除かれました（ヨハネ３：１８； 

ローマ８：１）。 

V. 全ての人々の罪への罰に、十字架上のキリストの霊的な死が代わりとなって代償されま

した（ローマ４：２５；エペソ１：７；第一ペテロ２：２４）。 

VI. 全ての信仰者は罪への贖いを受け取ります。；神様は神様の息子の行いに満足されまし

た（ローマ３：２５－２６；第一ヨハネ２：２；４：１０）。 

VII. 信仰者は古い人生、生まれ持った罪のために死んでいましたが、神様とさかのぼった位

置での真実のために生きています。 

信仰者は： 

A. キリストと共に十字架につけられた（ローマ６：６；ガラテヤ２：２０） 

B. キリストと共に死んだ（ローマ６：８；コロサイ３：３；第一ペテロ２：２４） 

C. キリストと共に葬られた（ローマ６：４；コロサイ２：１２） 

D. キリストと共に歩むという、現在の位置での真実（ローマ６：４；７：４； 

コロサイ２：１２；３：１） 

VIII. 信仰者はモーセの十戒から解放されています。 

信仰者は： 

A. 律法に対しては死んでいる（ローマ７：４） 

B. 解放されている（ローマ６：１４；７：６；第二コリント３：６－１１； 

ガラテヤ３：２５） 

IX. 信仰者は新生された。（ヨハネ１３：１０；第一コリント６：１１；テトス３：５） 

信仰者は： 

A. 新しく生まれる（ヨハネ３：７；第一ペテロ１：２３） 

B. 神の子供（ローマ８：１６；ガラテヤ３：２６） 

C. 神の息子（ヨハネ１：１２；第二コリント６：１８；第一ヨハネ３：２） 

D. 新しく造られた者（第二コリント５：１７；ガラテヤ６：１５； 

エペソ２：１０） 

X. 信仰者は神様によって子として受け入れられ、位置的な真実のために成熟した息子とみ

なされます（ローマ８：１５、２３；キリスト再臨の時；エペソ１：５）。 

XI. 信仰者は神様に受け入れられるようにされる（エペソ１：６；第一ペテロ２：５）。 

信仰者は： 

A. 贖いによって義とされる（ローマ３：２２；第一コリント１：３０； 

第二コリント５：２１；ピリピ３：９） 

B. 位置的に聖められた（第一コリント１：３０；６：１１） 

C. 永遠に全うされた（ヘブル１０：１４） 

D. 相続分にあずかる資格を与えた（コロサイ１：１２） 

XII. 信仰者は義と認められると宣言されました（ローマ３：２４；５：１,９；８：３０； 

第一コリント６：１１；テトス３：７）。 

XIII. 信仰は神様の力という類を見ない入手可能なものを受け取ります（第二ペテロ１：

３）。 
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XIV. 信仰は和解に基づいて天国での籍が保障されています（ルカ１０：２０； 

エペソ２：１４－１９：ピリピ３：２０）。 

XV. 信仰者は悪魔の王国から救い出されます（コロサイ１：１３a；２：１５）。 

XVI. 信仰者は神様の王国の中に移されます（コロサイ１：１３b）。 

XVII. 信仰者は現在ゆるぎない土台の上にいます（第一コリント３：１１；１０：４； 

エペソ２：２０）。 

XVIII. 全ての信仰者は父なる神様からキリストへの贈り物です 

（ヨハネ１０：２９；１７：２、６、９、１１－１２、２４）。 

XIX. 信仰者は生まれ持った罪の力から位置的に救い出されます 

（ローマ８：２；ピリピ３：３；コロサイ２：１１）。 

XX. 全ての信仰者は神様に任命された祭司です。 

信仰者は： 

A. 神聖な祭司（第一ペテロ２：５，９） 

B. 王である祭司（第一ペテロ２：９；黙示１：６） 

XXI. 信仰者は永久なセキュリティーを受け取ります（ヨハネ１０：２８－２９；ローマ８：

３２，３８－３９；ガラテヤ３：２６；第二テモテ２：１３）。 

XXII. 信仰者は神様のみもとに近づくことを与えられます（ローマ５：２；エペソ２：１８；

ヘブル４：１６；１０：１９－２０）。 

XXIII. 全ての信仰者は“なおさら”神様の恵みの保護の中にいます（ローマ５：９－１０）  

信仰者は： 

A. 神様の愛の対象（エペソ２：４；５：２） 

B. 神様の恵みの対象 

1. 救いのため（エペソ２：８－９） 

2. 守るため（ローマ５：２；第一ペテロ１：５） 

3. 遣うため（ヨハネ１７：１８；エペソ４：７） 

4. 指導のため（テトス２：１２） 

C. 神様の力の対象（エペソ１：１９；ピリピ２：１３） 

D. 神様の誠実の対象（ピリピ１：６；へブル１３：５ｂ） 

E. 神様の平安の対象（ヨハネ１４：２７） 

F. 神様の慰めの対象（第二テサロニケ２：１６） 

G. 神様のとりなしの対象（ローマ８：３４；へブル７：２５；９：２４） 

XXIV. 信仰者は神様の相続人であり、キリストとの共同相続人として御国の資産の相続人です

（ローマ８：１７；エペソ１：１４，１８；コロサイ３：２４；へブル９：５； 

第一ペテロ１：４）。 

XXV. 全ての信仰者はキリストにおいて新しいところを得ています（エペソ２：６）。 

信仰者は： 

A. 人生でキリストとパートナー（コロサイ３：４） 

B. 奉仕でキリストとパートナー（第一コリント１：９） 

1. 神様と共に働く者（第一コリント３：９；第二コリント６：１） 

2. 新しい契約に仕える者（第二コリント３：６） 

3. 使節（第二コリント５：２０） 

4. 生きている手紙（第二コリント３：３） 

5. 神様のしもべ（第二コリント６：４） 
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XXVI. 信仰者たちは永遠のいのちを受け取る者です（ヨハネ３：１５；１０：２８；     

２０：３１；第一ヨハネ５：１１－１２）。 

XXVII. 信仰者は新しい霊の者に造られます（第二コリント５：１７）。 

XXVIII. 信仰者は天使の闘争の中で主にあっての光です³¹（エペソ５：８； 

第一テサロニケ５：４－５）。 

XXIX. 信仰者は父と御子と聖霊に結合されています： 

A. 神様にある（第一テサロニケ１：１；参照“神様があなたの中にいる”エペソ

４：６） 

B. キリストにある（ヨハネ１４：２０；参照“キリストがあなたの中にいる”コロ

サイ１：２７） 

1. 彼の体の中の一部（第一コリント１２：１３） 

2. ぶどうの木の枝（ヨハネ１５：５） 

3. 建物の礎石（エペソ２：２１－２２；第一ペテロ２：５） 

4. 群れの中の羊（ヨハネ１０：２７－２９） 

5. 彼の花嫁の一部（エペソ５：２５－２７；黙示１９：６－８；２１：９） 

6. 王国の祭司たちの中の祭司（第一ペテロ２：９） 

C. 聖霊にある（ローマ８：９；“聖霊があなたの中にいる”） 

XXX. 全ての信仰者は聖霊のミニストリーの受容体です。 

信仰者は： 

A. 御霊によって生まれる（ヨハネ３：５－８） 

B. 聖霊のバプテスマを受けた（使徒１：５；第一コリント１２：１３） 

C. 御霊が内在する（ヨハネ７：３９；ローマ５：５；８：９；第一コリント３：１

６；６：１９；ガラテヤ４：６；第一ヨハネ３：２４） 

D. 御霊によって封印された（第二コリント１：２２；エペソ４：３０） 

E. 御霊の賜物が与えられた（第一コリント１２：１１、２７－３１； 

１３：１－２） 

XXXI. 信仰者は栄光を与えられました（ローマ８：３０）。 

XXXII. 信仰者はキリストにあって完全に満たされています（コロサイ２：１０）。 

XXXIII. 信仰者は創造される前からの全ての霊的祝福を所有します（エペソ１：３）。 
 

 

 

 

 
31. シーム、「反ユダヤ主義」、（２００３年）１０～１２、８７～９１、９３～９５，１０１～１０４ページ 
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XXXIV. 信仰者は聖霊に伴って人間の霊も受け取ります（ローマ８：１６；第一コリント２： 

１２；第二コリント７：１３；第一テサロニケ５：２３）。 

XXXV. 信仰者は皆、罪を持ち、罪は無にされます³²（イザヤ４３：２５；４４：２２）。 

XXXVI. 信仰者は有効な恵みの受容者です（エペソ１：１３）。 

XXXVII. 信仰者は永遠によみがえった体を持つことが約束されています（第一コリント１５：

４０－５４）。 

XXXVIII. 信仰者は尽きることのない贖いの受取人です（第二コリント５：１４－１５、９；第

一テモテ２：６；４：１０；テトス２：１１；へブル２：９；第二ペテロ２：１；第

一ヨハネ２：２）。 

XXXIX. 信仰者は選任と任命の下、同等の特権と同等の機会を得ています（ローマ１２：３；

エペソ３：１６－１９）。 

 

 

取り消すことのできる絶対的なこと 
 

XL. 信仰者は救いの瞬間で、聖霊によって満たされます（ガラテヤ３：３）。聖霊に満た

されることは、信仰者が罪なことを考えたり行う時に取り消されます。聖霊に満たさ

れることは、信仰者がリバウンドする時に回復されます。 

 

 
 

 

32. シーム、「逆戻り」 
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出エジプト記 
20:13–15 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10 
20:17 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10 

 
 

申命記 
15:11 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11 

 
 

詩篇 
14:1 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2 
37:24 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 21 
51:4 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 23 
53:1–2 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

イザヤ書 
30:18 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4 
43:25 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 33 
44:22 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 33 
58:7 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11 
58:10 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11 
64:6 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4, 12 

 
 

エゼキエル書 
18:7–8 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11 
18:16–17 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11 
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マタイの福音書 
1:18 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8 
22:14 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 29 
26:11 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11 

 
 

ルカの福音書 
10:20 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31 

 
 

ヨハネの福音書 
1:12 . . . . . . . . . . . . . . . . . 5, 16, 30 
3:3–8 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 16 
3:5–8 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 32 
3:6 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 16 
3:7 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 16, 30 
3:15 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 32 
3:16 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5 
3:18 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30 
3:36 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5 
5:24 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30 
7:39 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 32 
8:12 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3 
8:44 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11 
10:27–29 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 32 
10:28 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 21, 32 
10:28–29 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31 
10:29 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31 
13:10 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30 
14:2 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 26 
14:20 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 32 
14:26 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 16 
14:27 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31 
15:5 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 32 
17:2 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31 
17:6 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31 
17:9 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31 
17:11–12 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31 
17:18 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31 
17:24 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

使徒の働き 
1:5 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 32 
1:8 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 25 
2:1 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 16 
2:23 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 29 
4:12 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5 
10:34–35 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 14 
16:31 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5 

 
 

ローマ人への手紙 
3:12 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4 
3:21–22 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 16 
3:22 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30 
3:23 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4 
3:24 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 29, 30 
3:25–26 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30 
4:25 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30 
5:1 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30 
5:2 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31 
5:5 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 32 
5:9 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30 
5:9–10 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31 
5:10 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 29 
5:12 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4, 7, 8 
6:4 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30 
6:6 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7, 30 
6:8 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30 
6:14 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30 
6:23 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4 
7:4 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30 
7:5 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7 
7:6 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30 
7:8–20 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7 
7:14–25 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 15 
7:18 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7 
8:1 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30 
8:2 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31 
8:3–4 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7 

 

新約聖書 
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8:9 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 32 
8:10–11 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 16 
8:15 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30 
8:16 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30, 33 
8:17 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31 
8:23 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30 
8:29 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 29 
8:29–30 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 29 
8:30 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30, 32 
8:32 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31 
8:33 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 29 
8:34 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31 
8:38–39 . . . . . . . . . . 16, 18, 20, 31 
12:2 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 27 
12:3 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 33 
13:9 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10 
13:13 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10 
16:25 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 16 

 
 

コリント人への手紙 第一 
1:9 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 32 
1:30 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30 
2:12 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 33 
2:12–13 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 20 
2:16 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 15, 27 
3:1 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 19 
3:2 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 21 
3:3 . . . . . . . . . . . . . . . . . 20, 21, 22 
3:9 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 32 
3:11 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31 
3:11–13 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 26 
3:11–15 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 12 
3:16 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 16, 32 
6:11 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30 
6:19 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 16, 32 
9:24–27 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 26 
10:4 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31 
11:23 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 23 
11:26 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 23 
12:11 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 32 
12:13 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 32 
12:27–31 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 32 
13:1–2 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 32 

 
 

 
 
 
 

15:22 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4 
15:35–45 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 25 
15:40–54 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 33 

 
 

コリント人への手紙 第二
1:22 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 32 
3:3 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 32 
3:6 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 32 
3:6–11 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30 
5:8 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 25 
5:10 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 26 
5:14–15 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 33 
5:17 . . . . . . . . . . . . . . . . 16, 30, 32 
5:18–19 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 29 
5:19 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 33 
5:20 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 29, 32 
5:21 . . . . . . . . . . . . . . 5, 15, 16, 30 
6:1 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 32 
6:4 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 32 
6:18 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30 
7:13 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 33 

 
 

ガラテヤ人への手紙 
2:20 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30 
3:3 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 33 
3:25 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30 
3:26 . . . . . . . . . . . . . 16, 19, 30, 31 
4:6 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 32 
5:16 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 15 
5:16–18 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 24 
5:19–21 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 20 
6:15 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30 

 
 

エペソ人への手紙 
1:3 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 25, 32 
1:3–6 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 27 
1:5 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 29, 30 
1:6 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30 
1:7 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30 
1:10 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 16 
1:11 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 29 
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1:13 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 33 
1:14 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31 
1:18 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 25, 31 
1:19 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31 
2:1 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4, 8, 16 
2:4 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31 
2:5 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 16 
2:6 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31 
2:7 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 16 
2:8–9 . . . . . . . . . . . . . . . 12, 16, 31 
2:10 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 12, 30 
2:14–17 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 29 
2:14–19 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31 
2:18 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31 
2:20 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31 
2:21–22 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 32 
3:16–19 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 33 
3:20 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 25 
4:6 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 32 
4:7 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31 
4:22 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7 
4:30 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 32 
5:2 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31 
5:8 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 32 
5:18 . . . . . . . . . . 16, 17, 19, 20, 24 
5:25–27 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 32 

 
 

ピリピ人への手紙 
1:6 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31 
2:13 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31 
3:3 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31 
3:9 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 16, 30 
3:20 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31 
4:11–13 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 27 

 
 

コロサイ人への手紙 
1:12 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30 
1:13 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31 
1:14 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 29 
1:20 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 29 
1:25–26 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 16 
1:27 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 32 
2:10 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 32 
2:11 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31 

 

 
 
 

2:12 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30 
2:15 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31 
3:1 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30 
3:3 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30 
3:4 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31 
3:12 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 29 
3:24 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31 

 
 

テサロニケ人への手紙 第一 
1:1 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 32 
1:4 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 29 
5:4–5 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 32 
5:23 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 33 
5:24 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 29 

 
 

テサロニケ人への手紙 第二 
2:16 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31 

 
 

テモテへの手紙 第一 
2:6 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 33 
4:10 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 33 
5:23 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10 

 
 

テモテへの手紙 第二 
1:9 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11 
2:13 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31 
4:7–8 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 26 

 
 

テトスへの手紙 
1:1 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 29 
2:11 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 33 
2:12 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31 
3:5 . . . . . . . . . . . . . . . . . 12, 16, 30 
3:7 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30 

 
 

へブル人への手紙 
2:9 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 33 
4:12 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 
4:16 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 23, 31 
6:17 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 23 
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6:20 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 23 
7:1 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 23 
7:3 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 23 
7:25 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31 
9:15 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31 
9:24 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31 
10:14 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30 
10:19–20 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31 
12:6–7 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 24 
13:5 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31 

 
 

ヤコブの手紙 
1:12 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 26 
2:15–17 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11 
3:5–6 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9 

 
 

ペテロの手紙 第一 
1:2 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 29 
1:4 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31 
1:4–5 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 25 
1:5 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31 
1:18 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 29 
1:23 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30 
2:4 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 29 
2:5 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30, 32 
2:9 . . . . . . . . . . . . . . . . . 23, 31, 32 
2:22 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8 
2:24 . . . . . . . . . . . . . . . . . 5, 23, 30 
3:18 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5 
5:4 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 26 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

ペテロの手紙 第二 
1:3 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 24, 30 
1:3–4 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 15 
1:8 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 24 
2:1 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 33 
3:18 . . . . . . . . . . . . . . . . 15, 23, 25 

 
 

ヨハネの手紙 第一 
1:8 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 17 
1:9 . . . . . . . . . . . . . . 16, 20, 22–24 
1:10 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 17 
2:2 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5, 30, 33 
3:2 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30 
3:17 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11 
3:24 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 32 
4:10 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30 
4:13–15 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 16 
5:11–12 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 32 

 
 

ヨハネの黙示録 
1:6 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31 
2:10 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 26 
2:28 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 26 
19:6–8 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 32 
20:12 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11 
21:2 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 26 
21:4 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 26 
21:9 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 32 
21:16–27 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 26 
22:16 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 26 
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教理上のバイブルスタディー 
 

 聖書の教理は、聖書の句が文字通りの解釈に導かれながら教えられることが主要

で、霊的な真実のための基本になります。バイブルスタディーは、クリスチャンのた

めに霊的な糧を供給します（マタイ４：４）。 

 

 聖書の教理の重要性は、過度に強調されてはいけません（詩篇１３８：２）。神様

はクリスチャンに心の内部で変えられることを命じています（ローマ１２：２）。 

この変換は神様の言葉を習うことと適用していくことによって、思考を日々新たにさ

れていくことが求められています（第二コリント４：１６、エペソ４：２３）。 

 

 多年に渡り、教理上のバイブルスタディーのクラスがR.B.シーム,Jr.により教えら

れ、彼の教会の信徒のために日々の霊的な糧が供給されてきました。刊行物、DVD, 

MP３、CDは料金や債務なしで入手できるようになっています。教理上のバイブルスタ

ディーのカタログはリクエストしていただいた上で送付されます。 

 

 

 

R. B. シーム, JR., 聖書ミニストリー 

P.O. BOX 460829 

テキサス州ヒューストン 77056-8829 

米国 

www.rbthieme.org 



 
 

ロバート B. シーム, Jr.（１９１８年～２００９年）は、キリスト

教の世界的に重要な人物です。彼の勤勉で解説的な教えは、歴史的背

景に照らしながら聖書に記されている聖書の句の原語に基づいていま

す。彼の画期的な語彙、図解そして聖書的なカテゴリーは、絶対確実

な神様の言葉の真実を明確に伝達しています。シーム師は11,000時間

以上の説教を録音し、聖書のほとんどを網羅した100冊以上の書物を発

行しました。 

 

 シーム師は、アリゾナ大学（Phi Beta Kappa）と、ダラス神学校

（summa cum laude）を卒業しました。第2次世界大戦中に彼が軍に仕

える間、アメリカ合衆国の陸軍航空隊の中佐に昇格したことによっ

て、彼の神学の学びは中断されました。彼は1950年に卒業のための全

過程の履修後、テキサス州、ヒューストンにあるBerachah（べラッカ

ー）教会の牧師となりました。彼の広範囲に渡るギリシャ語、へブル

語、神学、歴史の教習と聖書原文の緻密な調査と判断は、神様の言葉

を学んで教えるという彼の厳しく専門的な人生への基礎となっていま

す。シーム師はべラッカー教会の牧師として53年の信仰深い奉仕の

後、引退しました。 

 

神様の計画は、あなたの救いのために神様が与えて下さったことと、

救われた後のあなたの存在のためにある神様の目的、そして天国でのあなたの永遠の未

来のために神様からの宝物が待っていることを明らかにします。あなたがキリストを信

じた瞬間すぐに、キリストの命と宿命を分かち合います。しかしあなたが素晴らしい平

安、幸せを得て、この世でのあなたの人生のために神様が計画したことを達成するに

は、聖書の教理を習わなければいけないことと、霊的に成熟するように成長しなければ

なりません。聖書は神様の言葉をあなたに伝達するので、完全な真実があなたの善悪の

観念の基準となり、思考の源、人生の動機づけになります。 

 

  聖霊によって力づけられ、聖書の教理を備えたあなたは宿命を果たすことができるの

で神様の栄光がほめ称えられます。神様があなたのために与えて下さった最高で最善を

受け取ることができます。首尾一貫した霊的な成長は、あなたの魂の中にある聖書の教

理から来ており、人生、愛、クリスチャンの奉仕、祝福、幸せのために最大限の能力を

生み出します。 

 

  神様は最高の計画である、あなた個人のための完璧な計画を考案されました。あなた

は神様の恵み深い提供を理解することと、意味、目的と意義ある人生のための匹敵する

もののない機会を逃さずつかみさえすればよいのです。 
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